
令和7年度 千曲・坂城地域自立支援協議会

　　　　　　 令8年1月29日

令和8年1月29日（木）　14：00～15：30 場 所

（１）　報告事項、ほか

（２）　協議事項 および 内容 

　　
（３）　結果 

（４）　その他 （ お知らせ ・ 次回開催日など ） 

第4回 はたらく部会 報告書

〇来年度の正副部会長は協議会の再編もあるので、今年度の正副部会長に留任してもらうことで承認を得た。
〇さんきゅーあーと展が、千曲市役所１階のガレリアにて2月2日～15日まで開催されるのでご覧いただきたい。

千曲市ふれあい福祉センター

部会長 クロスロード、副部会長 しょう×ちくま、クロスロード上山田、満天の星、チューリップの家、長野
技術専門校、風ととくべえ、ＳＡＫＵＲＡ長野南センター、いなりやま共同作業所、まいさぽ、上田養護学
校、稲荷山養護学校、みらい望、ハローワーク篠ノ井、ナカポツ、千曲市社協、坂城町社協、事務局、千
曲市、坂城町　　（合計：２１名）

〇12月の全体会について
部会長より全体会の様子について振り返りの報告があった。
その後、参加事業所から一言ずつ感想が発表された。土曜日にしたことで参加人数が増えて、商品はほぼ完売となっ
た。開催時期については、事業所の繁忙期を避けてほしいという意見もあった。
〇就労選択支援の状況と今後について
副部会長より就労選択支援の現状について報告があった。
就労移行に比べて一般の方の応募が増えたことやＢ型に通いながら利用する方がいるのが新たな動きである。
4月から2事業所で実施できるので、他と比べて地域資源は恵まれている。今後の動向を注視したい。
〇養護学校での保護者説明会後の状況と来年度について
上田養護学校より生徒2名が就労選択支援を終了した旨の報告があった。
月に2名ずつ実施する方向で調整をしている。
高２で実施して、高３で進路選択に活かすのが理想だが、まだそこまでには至っていない。

◎自立支援協議会及び部会の見直しについて
令和8年度の自立支援協議会の再編について資料により説明があった。
現在の体制が抱える問題として、①１市１町で構成する協議会にしては部会の数が多く、参加者や運営側の負担が重
い、②県の協議会と連携がうまく取れておらず、活動状況調査等に対応しづらい、③協議すべき地域課題があるのに、
それに対応する協議の場が設置されていない、ことがあげられる。
他の圏域の例に従い、令和8年度は部会の活動を縮小して、その時間を協議会の再編の検討に充てる予定である。

◎グループワーク
３つのグループに分かれて以下のテーマについて話し合いを行い、全体に向けて発表した。

＜今年度の部会の振り返りについて＞
各グループから発表された主な意見は以下のとおり。
・ 普段、事業所にいると、他の事業所との関りがあまりないので、部会の交流は貴重な機会である。
・ 他の事業所内の課題について知る機会が少ないので非常に勉強になる。
・ 一般就労につながらない相談が増えており、それに伴って特にＢ型就労のような福祉就労を活用する機会が増大
　している。
・ 学校を卒業して終わりではなく、卒業後の様子を聞いて学校生活に活かしていく良い機会になっている。
・ 平均工賃のアップや利用者の高齢化など、課題は山積しているので、意見交換の場は重要である。

＜来年度の部会について＞
各グループから発表された主な意見は以下のとおり。
・ 部会の再編の在り方について、なぜその部会が置かれたのかという成り立ちから考えることで、部会の意義が明
　確になり参考になるのではないか。
・ 地域課題はいくつもあるので、それをうまく吸い上げて知恵を出し合いながら解決していく場になれば良い。
・ まずは事務局でたたき台を作って、それに意見を募るかたちで進めていくのが良いのではないか。
・ 事業所内部の問題だけではなく、ハローワーク等を通じて雇用一般の課題や問題にも目を向けていきたい。
・ 平均工賃のアップはすべての事業所が抱える課題なので、重点的に協議していきたい。

本日のグループワークで出された意見等を参考にしつつ、今年度の振り返りと来年度の計画の作成を、執行部に一任
することで了承を得た。

令和7年度第４回はたらく部会はすべての審議が完了した。

地域連絡会で検討したい課題  〔                                                                                                                   〕

部 会 員

開催日時


